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『
歴
史
と
平
和
を
考
え
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
』
24
秋
は
、
東
京
の

ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
「
深
川
探
訪
」。

江
戸
・
東
京
の
歴
史
と
文
化
に
ふ

れ
る
半
日
散
歩
で
す
。

　
「
深
川
ま
で
が
江
戸
の
う
ち
」。

　

一
面
の
干
潟
だ
っ
た
深
川
は
、

家
康
の
命
に
よ
り
深
川
八
郎
右
衛

門
が
小
名
木
川
を
開
削
し
た
こ
と

に
よ
り
、
大
き
く
変
貌
し
て
い
き

ま
し
た
。「
深
川
」
村
は
深
川
八
郎

右
衛
門
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。

　

干
拓
が
進
み
、
貯
木
場
等
物
流

拠
点
と
な
る
一
方
、
富
岡
八
幡
宮

等
創
建
や
明
暦
の
大
火
に
よ
る
寺

院
移
転
、
さ
ら
に
、
岡
場
所
な
ど

の
行
楽
地
も
つ
く
ら
れ
清
濁
あ
わ

せ
も
つ
地
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　

松
尾
芭
蕉
は
37
歳
で
深
川
に
移

り
住
み
、深
川
で
没
し
ま
し
た
。「
奥

の
細
道
」
は
深
川
が
出
発
点
で
す
。

　

明
治
期
以
降
、
工
業
地
と
し
て

発
展
、
地
盤
沈
下
や
公
害
、
労
働

争
議
、
関
東
大
震
災
の
被
災
や
朝

鮮
人
虐
殺
、
東
京
大
空
襲
な
ど
、

日
本
近
現
代
史
を
象
徴
す
る
で
き

ご
と
に
遭
遇
し
た
地
で
す
。

　

そ
ん
な
深
川
の
歴
史
と
文
化
の

一
端
を
観
て
歩
き
ま
す
。
そ
し
て
、

シ
メ
は
ラ
ン
チ
宴
会
で
す
。

　

な
お
、
今
回
か
ら
雨
天
対
策
と

し
て「
予
備
日
」を
設
定
し
ま
し
た
。

予
備
日
は
10
月
22
日
で
す
。

「
深
川
」
命
名
の
由
来
？

清澄庭園・大泉水と涼亭

10
・
18
深
川
の
「
歴
史
と
文
化
」
探
訪

雨
天
順
延
→
10
月
22
日
を
予
備
日
に
設
定

フィールドワーク案内
● 日　時　１０月１８日（金）
● 集　合 　９時 30 分
　「清澄白河」駅 A3 出口前
　　＊ B2F ホーム / 都営地下鉄大江戸線
　　＊ B3F ホーム / 東京メトロ半蔵門線
● コース
　① 深川江戸資料館見学
　② 清澄庭園散策
　③ 芭蕉記念館見学
　④ ランチ宴会（現時点では場所未定）
　　＊清澄庭園から芭蕉記念館への徒歩移動　
　　　（30 分程度）が困難な方にタクシー提供？
● 会　費　3,000 円の予定
　　　　　（各施設入館料含む）
　※年齢を証明できるもの（免許証・保
　　険証等）を持参ください。

深川江戸資料館に再現された江戸の街並

困
難
な
歴
史
も
重
ね
た
街

レ
ッ
ツ
深
川
・
ラ
ン
チ
宴
会

ヒガンバナ
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■
退
職
者
会
学
習
交
流
会

＊
日　

時　

９
月
11
日
︵
水
︶

　
　
　
　
　

13
時
00
分
〜

＊
場　

所　

清
掃
会
館

▼
さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会

＊
日　

時　

９
月
16
日
︵
月
・
休
︶

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜

＊
場　

所　

代
々
木
公
園
�
デ
モ

▼
改
憲
阻
止
９
・
19
行
動

＊
日　

時　

９
月
19
日
︵
木
︶

　
　
　
　
　

19
時
00
分
〜

＊
場　

所　

日
比
谷
野
音
�
デ
モ

　

︵
い
つ
も
と
会
場
が
違
い
ま
す
︶

▼
移
住
者
と
共
生
し
て
い
く
社
会

　

を
め
ざ
そ
う
！
９
・
20
集
会

＊
日　

時　

９
月
20
日
︵
金
︶

　
　
　
　
　

18
時
30
分
〜

＊
場　

所　

文
京
区
民
セ
ン
タ
�

＊
テ
�
マ　

外
国
人
労
働
者
の
差

　

別
を
助
長
す
る
入
管
法
改
悪
・

　

育
成
就
労
制
度
の
問
題
点　
　

　

講
師
：
指
宿
昭
一
弁
護
士

＊
資
料
代　

８
０
０
円
︵
各
自
負
担
︶

▼
狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る　

　

東
京
集
会

＊
日　

時　

９
月
25
日
︵
水
︶

　
　
　
　
　

18
時
00
分
�

＊
場　

所　

台
東
区
民
会
館

■
都
庁
退
親
睦
交
流
会

＊
日　

時　

９
月
27
日
︵
金
︶

　
　
　
　
　

10
時
30
分
〜

＊
会　

場　

煉
瓦
堂
朱
と
ん
ぼ

　

︵
青
梅
線
﹁
軍
畑
﹂
下
車
徒
歩
10
分
︶

＊
会　

費　

３
千
円

■
清
掃
人
権
交
流
会
﹁
登
戸
研
究

　

所
﹂
フ
�
�
ル
ド
ワ
�
ク

＊
日　

時　

９
月
29
日
︵
日
︶

　
　
　
　
　

13
時
00
分
〜

＊
集　

合　

12
時
45
分

　

小
田
急
線
﹁
生
田
駅
﹂
改
札
口

＊
場　

所　

明
治
大
学
平
和
教
育

　

登
戸
研
究
所
資
料
館

＊
会　

費　

５
百
円
︵
各
自
負
担
︶

■
深
川
フ
�
�
ル
ド
ワ
�
ク

＊
日　

時　

10
月
18
日
︵
金
︶

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜

＊
場　

所　

﹁
清
澄
白
河
﹂
駅
集
合

▼
10
・
19
国
会
議
員
会
館
前
行
動

＊
日　

時　

10
月
19
日
︵
土
︶

　
　
　
　
　

14
時
30
分
〜

＊
場　

所　

衆
院
議
員
第
二
会
館
前

▼
10
・
22
東
京
総
行
動

＊
日　

時　

10
月
22
日
︵
火
︶

＊
場　

所

　

 

８
時
45
分　

日
本
製
鉄
︵
二
重
橋
︶

　
　
　
　
　

�
途
中
省
略
�

　

15
時
10
分　

日
東
電
工
︵
品
川
︶

　

16
時
20
分　

Ｊ
Ａ
Ｌ
︵
天
王
洲
ア
イ
ル
︶

９
月
・
10
月
の
主
な
行
事
と
行
動
予
定

９月11日（水）

秋の学習交流会
　秋の学習会のテーマは「社会保障制度見直
しの動向と課題」、講師は自治体退職者会事務
局長川端邦彦さん。交流会も予定しています。
　来年は年金制度改革が行われる年であり、
①被用者保険の適用拡大、②在職老齢年金制
度見直し、③遺族厚生年金の一部有期化など
が検討されています。後期高齢者医療制度は
保険料の引上げが、介護保険制度は、「現役
並所得」等の判断基準改悪に
基づく保険料・利用者負担増
が検討されています。
　多岐にわたる課題を内包す
る社会保障制度見直しの動向
や課題を学習したいと考えて
います。是非参加ください。

　今年の日帰りツアーは、「小江戸川越・蔵
の街めぐりと温泉でほっこり」がテーマ、実
施日は 11 月 15 日（金・予備日設定なし）です。
　川越はご存知の方も多いと思いますが、見
どころ満載。「蔵の街」「時の鐘」「レトロな
洋館」「菓子屋横丁」「喜多院」「中院」「川越城」
などなど。一日いても飽きないでしょう。
　そんな川越を２時間ほど散策（各自散策か

集団散策か検討中）、「蔵の街」
近くにある「川越湯遊ランド
ホテル三光」で温泉＆宴会。
　参加費は３千円程度の予定
です。参加募集は 10 月始め
に行います。11 月 15 日は空
けておいてくださいね。川越「時の鐘」

11月15日（金）

小江戸川越・蔵の街と温泉

川端邦彦さん
23 年 1 月

都退協学習会にて
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る
年
金
制
度
改
訂
は
そ
う
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
厚
労
省
や
識
者

の
中
で
は
、「
第
３
号
被
保
険
者
は

既
に
800
万
人
を
切
っ
て
お
り
、
被

用
者
保
険
適
用
拡
大
に
よ
り
極
小

化
す
る
の
で
、
あ
え
て
廃
止
は
不

要
」
と
す
る
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
夫
婦
と
も
保
険
料
を
負

担
す
る
第
１
号
被
保
険
者
や
単
身

女
性
労
働
者
の
眼
か
ら
「
不
公
平
」

感
は
消
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
真
の
男
女
平
等
を
め
ざ
す
立

場
か
ら
再
考
す
べ
き
課
題
で
す
。

　

在
職
老
齢
年
金
制
度
に
基
づ
く

65
歳
以
上
の
在
職
受
給
者
は
248
万

人
、
在
職
停
止
者
は
そ
の
17
％
で

す
。「
年
金
を
全
額
受
給
で
き
な
い

こ
と
に
よ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低

下
」
を
問
題
視
し
全
廃
も
含
む
議

論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
受
給

者
に
は
朗
報
で
す
が
、「
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
調
整
期
間
」
を
延
伸

さ
せ
、
将
来
世
代
の
年
金
水
準
に

３
号
被
保
険
者
制
度
見
直
し
の
必
要
性
は

共
通
認
識
、
国
民
年
金
制
度
維
持
に
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整
期
間
見
直
し
必
至

　

来
年
の
年
金
制
度
改
定
へ
向
け

た
検
討
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
今

次
改
訂
で
は
①
働
き
方
に
中
立
的

制
度
確
立
（
被
用
者
保
険
適
用
拡

大
、
３
号
被
保
険
者
制
度
見
直
し
、

在
職
年
金
制
度
見
直
し
）、
②
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
多
様
化
へ
の
対
応（
遺

族
年
金
・
加
給
年
金
見
直
し
）、
③

所
得
保
障
・
再
配
分
機
能
強
化
（
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整
期
間
一

致
等
）
が
主
要
課
題
で
す
。

　

今
号
は
、「
３
号
被
保
険
者
」
と

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整
期

間
」
問
題
を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。

　

被
用
者
保
険
適
用
拡
大
は
、
年

収
の
「
壁
」
と
３
号
被
保
険
者
制

度
見
直
し
と
関
連
し
て
き
ま
す
。

　

年
金
の
被
保
険
者
は
、１
号
（
自

営
業
者
、
厚
生
年
金
非
適
用
者
）、

２
号
（
労
働
者
）、
３
号
（
被
用
者

保
険
加
入
者
の
配
偶
者
）
と
な
っ

て
お
り
、
３
号
被
保
険
者
は
い
わ

ゆ
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
」
が

対
象
で
、
保
険
料
は
配
偶
者
が
納

め
る
厚
生
年
金
保
険
料
に
含
ま
れ
、

「
当
該
被
扶
養
配
偶
者
が
共
同
負
担

し
た
」
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
号
被
保
険
者
は
、『
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
』
が
施
行
さ
れ

た
85
年
に
「
基
礎
年
金
」
導
入
と

と
も
に
、
女
性
の
年
金
権
確
立
を

目
的
に
成
立
し
ま
し
た
。当
時
、「
夫

が
働
き
、
妻
が
家
事
」
を
前
提
に

し
た
第
３
号
被
保
険
者
創
設
に
女

性
団
体
の
大
多
数
が
反
対
し
ま
し

た
。
ま
た
、
被
扶
養
者
の
範
囲
内

で
パ
ー
ト
労
働
す
る
「
年
収
の
壁
」

が
、
最
低
賃
金
の
底
上
げ
を
阻
害

し
、「
非
正
規
労
働
拡
大
」
を
も
た

ら
す
と
、
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
当
該
被
扶
養
配
偶
者
が
共
同
負

担
」
と
い
う
考
え
方
は
、
被
用
者

健
康
保
険
の
仕
組
み
を
踏
襲
し
た

も
の
で
す
が
、「
応
能
負
担
」
の
健

保
の
仕
組
み
を
「
応
益
負
担
」
的

要
素
の
国
民
年
金
へ
応
用
し
た
こ

と
に
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
非
正
規
労
働
者

増
大
の
遠
因
と
な
り
、「
失

わ
れ
た
30
年
」
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　

本
来
、
第
３
号
被
保
険

者
制
度
は
撤
廃
す
べ
き
で

す
が
、
人
の
一
生
に
関
わ

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

所
得
保
障
・
再
配
分
機
能
の
強

化
と
し
て
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
調
整
期
間
の
一
致
」
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
調
整
」
は
将
来
世
代
の
年
金

確
保
を
目
的
に
、「
年
金
被
保
険
者

数
の
増
減
」と「
平
均
余
命
の
伸
び
」

の
２
要
素
に
基
づ
き
ス
ラ
イ
ド
調

整
率
を
設
定
し
支
給
額
を
抑
制
す

る
仕
組
み
で
、「
国
民
年
金
」
と
「
厚

生
年
金
」
は
別
勘
定
で
す
。
大
雑

把
に
い
っ
て
、「
国
民
年
金
」
加
入

者
減
少
と
「
厚
生
年
金
」
加
入
者

増
大
な
ど
に
起
因
し
て
「
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整
」
の
終
了
期

は
「
厚
生
年
金
」
よ
り
「
国
民
年
金
」

の
方
が
遅
く
な
り
、「
国
民
年
金
」

の
目
減
り
が
著
し
く
な
り
ま
す
。

　

公
的
年
金
全
体
の
財
政
均
衡
に

基
づ
き
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調

整
期
間
の
一
致
」
を
図
る
と
、
結

果
と
し
て
「
厚
生
年
金
」
部
分
が

減
少
し
、「
国
民
年
金
」
部
分
が
維

持
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
所
得

保
障
・
再
配
分
機
能
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

将
来
的
に
は
「
国
庫
負
担
」
の
増

大
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
審
議
会
年
金
部
会
議
論
の
動
向

年金改訂３
号
被
保
険
者
は
矛
盾
の
産
物

在
職
老
齢
年
金
制
度
撤
廃
論
も

国
民
年
金
維
持
が
求
め
ら
れ
る
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反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、
若

年
層
と
中
高
年
層
の
改
定
率
に
極

め
て
大
き
な
格
差
が
あ
る
こ
と
は

不
満
。
初
任
給
の
引
き
上
げ
の
過

熱
化
に
よ
り
、
給
与
の
フ
ラ
ッ
ト

化
進
行
の
懸
念
が
あ
り
、
給
与
改

定
の
あ
り
方
を
含
め
た
見
直
し
が

必
要
」「
給
与
制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
で
は
、
一
部
の
キ
ャ
リ
ア
優
遇

措
置
や
、上
位
評
価
者
へ
の
メ
リ
ッ

ト
偏
向
に
対
し
て
は
不
満
」
等
の

見
解
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
「
人
材
確
保
」
の
必
要
性
は
、
若

　

人
事
院
は
８
月
８
日
、
①
採
用

市
場
の
競
争
力
向
上
へ
初
任
給
大

幅
引
上
げ
、
若
年
層
か
ら
30
歳
台

後
半
ま
で
の
職
員
に
重
点
を
置
き

改
定
、
②
ボ
ー
ナ
ス
を
０
・
１
月
引

上
げ
、
③
寒
冷
地
手
当
改
善
、
給

与
制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
と
し
て
、

①
初
任
給
・
若
年
層
の
水
準
大
幅

引
上
げ
（
先
行
実
施
）、
職
責
重
視

の
体
系
へ
抜
本
見
直
し
、
②
地
域

手
当
を
都
道
府
県
単
位
と
し
、
級

地
を
５
段
階
に
削
減
、
③
配
偶
者

扶
養
手
当
廃
止
、
子
の
手
当
増
額
、

④
成
績
優
秀
者
の
勤
勉
手
当
支
給

上
限
引
上
げ（
標
準
者
の
約
３
倍
）、

⑤
任
期
付
専
門
人
材
の
ボ
ー
ナ
ス

拡
充
、
再
任
用
職
員
の
手
当
拡
大

等
の
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
治
労
は
、「
32
年
ぶ
り
に

月
例
給
引
上
げ
が
２
％
を
超
え

た
こ
と
は
、
24
春
闘
の
成
果
を

年
層
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
中
高
齢
層
の
「
実
質
賃
金
低

下
」
の
防
止
も
人
材
確
保
策
で
す
。

　

東
京
清
掃
の
課
題
は
、
現
業
賃

金
水
準
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
こ

と
で
す
。
退
職
者
会
は
今
年
も
現

役
世
代
の
闘
い
を
応
援
し
ま
す
。

１）給与に関する勧告
＜月例給＞
○官民較差：11,183 円（2.76％）
○行政職俸給表 ( 一 )
＊採用市場の競争力向上のため、初
　任給を大幅に引上げ
　総合職（大卒）+29,300 円（14.6％）
　一般職（大卒）+23,800 円（12.1％）
　一般職（高卒）+21,400 円（12.8％）
＊若年層に特に重点を置きつつ、全
　職員対象に全俸給表を引上げ改定
　行政職俸給表 ( 一 ) 平均改定率
　１級 11.1％、２級 7.6％、全体 3.0％
＜ボーナス＞
＊民間の支給状況を調査し官民比較
　年間 4.50 月分→ 4.60 月分
　期末手当、勤勉手当 0.05 月分引上げ
＜寒冷地手当＞
＊民間の同種手当支給額を踏まえ、改定
＊気象データに基づき、対象地域改定
２）給与制度のアップデート（勧告）
＊ 25 年４月実施（初任給・若年層水
　準引上げは、24 年４月先行実施）
＜俸　給＞初任給・若年層の水準大幅引
　上げ、係長以上はより職責重視、特に
　本府省課室長級は役割に見合う処遇に
＜地域手当＞都道府県単位（中核的市は
　個別指定）とし、級地を５段階に削減
　の上で民間賃金を反映（激変緩和措置）
＜通勤手当＞支給限度額を月 15 万円
　に引上げ、新幹線通勤の要件緩和
＜扶養手当＞配偶者の手当を廃止、　
　子の手当を増額
＜ボーナス＞成績優秀者への勤勉手当支
　給上限引上げ（標準者の約３倍可能に）
　任期付専門人材のボーナス拡充
＜その他手当＞再任用職員の手当拡大
　（住居手当、特地勤務手当、寒冷地手当等）
３）国家公務員の育児休業法改正（意見）
＊民間労働法制の内容も踏まえ、子の年齢に
　応じた柔軟な働き方実現のための措置拡充
＊非常勤職員の育児時間を、対象となる
　子の範囲を小学校就学前の子に拡大

人事院
勧　告

人
材
確
保
重
視
の
引
上
勧
告

東
京
清
掃
の
闘
い
を
応
援

▽
過
去
最
大
、
大
卒
初
任
給
３
万
円
弱
引
上

▽
地
域
手
当
都
道
府
県
単
位
に
広
域
化

▽
配
偶
者
手
当
廃
止
、
子
ど
も
の
手
当
増
額

約
30
年
ぶ
り
の
高
水
準
ベ
ア
勧
告

〜
人
事
院
は
自
画
自
賛
〜

人事院勧告・報告の概要

昨年の東京清掃賃金確定総決起集会
（写真は東京清掃提供）

給
与
の
フ
ラ
ッ
ト
化
に
懸
念
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労
働
者
と
市
民
の
連
携
の
場
と

し
て
旧
総
評
が
結
成
し
た
国
民
文

化
会
議
の
流
れ
を
く
む
『
市
民
文

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
主
催
の
８
・
15

集
会
が
日
本
教
育
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
民
主
主
義

の
再
起
動
～
基
地
と
原
発
の
な
い

国
に
す
る
た
め
に
」。

　

問
題
提
起
は
元
東
京
新
聞
論
説

委
員
で
防
衛
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

半
田
滋
さ
ん
、
討
論
参
加
者
は
反

原
発
運
動
の
国
学
院
大
学
名
誉
教

授
菅
井
益
郎
さ
ん
、
元SEALD

s

の
弁
護
士
久
道
瑛
未
さ
ん
、
総
が

か
り
行
動
実
行
委
の
菱
山
奈
緒
子

さ
ん
、
社
会
運
動
論
の
専
修
大
学

准
教
授
森
啓
輔
さ
ん
。
示
唆
に
富

ん
だ
討
論
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
下
、
半
田
滋
さ
ん
の
報
告
。

◆
名
実
と
も
に
戦
争
で
き
る
国
に

　
「
特
定
秘
密
保
護
法
」「
安
全
保

障
関
連
法
」「
共
謀
罪
法
」「
土
地

利
用
規
制
法
」
の
戦
争
４
法
で
戦

争
す
る
力
を
も
っ
た
が
、
自
衛
隊

に
は
具
体
的
な
攻
撃
能
力
が
な
い
。

そ
こ
で
安
保
３
文
書
。
敵
基
地
攻

撃
能
力
を
も
ち
、
防
衛
費
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

２
％
。
戦
争
で
き
る
国
に
な
っ
た
。

◆
軍
拡
は
明
確
に
憲
法
違
反

　

４
月
の
日
米
首
脳
会
議
で
「
指

揮
統
制
の
連
携
強
化
」
が
決
ま
っ

た
。
自
衛
隊
は
米
軍
の
情
報
が
な

い
と
攻
撃
で
き
な
い
。
米
軍
の
方

が
情
報
量
も
軍
備
も
圧
倒
的
に
上

な
の
で
、
指
揮
権
は
米
軍
が
握
る
。

自
衛
隊
は
米
軍
の
指
揮
下
に
入
り
、

憲
法
上
の
「
必
要
最
小
限
の
実
力
」

は
空
文
化
す
る
。

　

米
軍
基
地
が
攻
撃
さ
れ
れ
ば
自

衛
隊
基
地
を
使
う
こ
と
に
な
る
。

　

戦
場
と
な
る
南
西
諸
島
か
ら
山

口
・
九
州
へ
退
避
す
る
計
画
だ
が
。

対
象
は
12
万
人
、
石
垣
・
宮
古
だ

け
で
退
避
に
必
要
な
航
空
機
は
816

機
、
日
本
全
国
に
存
在
す
る
全
航

空
機
で
も
不
足
。
退
避
で
き
な
い
。

　

沖
縄
本
島
か
ら
の
退
避
は
70
日

以
上
か
か
る
の
で
、
沖
縄
は
「
屋

内
退
避
」
に
な
っ
た
。
望
ま
な
い

こ
と
は
起
き
な
い
「
お
花
畑
」
論
。

◆
防
衛
費
倍
増
は
国
民
負
担
に

　

27
年
度
に
不
足
す
る
防
衛
費
財

源
は
４
兆
円
、
決
算
余
剰
金
等
は

安
定
財
源
で
は
な
く
、
赤
字
国
債

し
か
な
い
。
結
局
は
増
税
に
な
る
。

◆
武
力
で
は
な
く
対
話
で
平
和
を

　

中
国
は
台
湾
を
国
内
問
題
と
し

て
お
り
、台
湾
有
事
は
中
国
に
と
っ

て
は
自
衛
戦
争
。
台
湾
を
守
る
こ

と
は
ア
メ
リ
カ
の
国
益
問
題
。
ア

メ
リ
カ
の
た
め
の
戦
争
だ
。
台
湾

有
事
は
日
本
有
事
に
な
る
。
戦
争

に
な
ら
な
い
よ
う
、
米
中
に
働
き

か
け
る
こ
と
が
必
要
。

　

半
田
さ
ん
の
報
告
を
受
け
、
４

人
が
自
分
史
を
含
め
意
見
を
述
べ

て
討
論
に
入
り
ま
し
た
。

▼
菱
山
さ
ん　

運
動
に
若
い
人
が

い
な
い
と
い
う
が
、
ど
こ
へ
行
っ

て
も
若
い
人
は
い
な
い
。
横
の
つ

な
が
り
に
価
値
を
求
め
な
い
か
ら

だ
が
、
都
知
事
選
の
「
独
り
街
宣
」

は
若
い
人
が
始
め
た
。
ガ
ザ
な
ど

若
い
人
も
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

契
機
が
あ
れ
ば
運
動
は
起
こ
る
。

▼
半
田
さ
ん　

15
年
の
安
保
法
制

は
国
会
前
に
10
万
人
集
ま
っ
た
。

22
年
の
安
保
三
文
書
で
は
人
が
集

ま
ら
な
か
っ
た
。
理
由
は
明
白
。

15
年
安
保
法
制
は
国
会
論
議
が
あ

り
、
可
視
化
さ
れ
た
。
石
丸
現
象

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
市
民
運
動
は
Ｎ
Ｅ
Ｔ

を
通
じ
て
行
う
べ
き
。

▼
久
道
さ
ん　

若
い
人
は
何
を

や
っ
た
ら
い
い
か
判
っ
て
い
な
い
。

既
存
の
組
織
に
若
い
人
は
入
り
に

く
い
。
組
織
に
拘
ら
ず
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
的
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
。

▼
森
さ
ん　

既
存
の
組
織
に
入
る

こ
と
は
心
情
的
リ
ス
ク
が
あ
る
が
、

Ｎ
Ｅ
Ｔ
環
境
は
参
入
コ
ス
ト
が
低

い
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
つ
な
が

り
で
運
動
を
進
め
れ
ば
い
い
。

　

実
は
、
若
い
人
は
政
治
に
興
味

を
も
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
が
、
大
学

内
で
運
動
も
拡
が
っ
て
い
る
。
市

民
運
動
も
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど

の
利
用
を
考
え
た
ら
い
か
が
か
。

基
地
と
原
発
の
な
い
国
に
す
る
た
め
に

問題提起する半田滋さん、右へ順に菅井さん、
久道さん、菱山さん、森さん

安
全
保
障
上
の
日
本
の
位
置

＊
討
論
＊
運
動
の
日
常
化
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敗
戦
か
ら
79
年
、
今
年
も
８
月

15
日
に
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催
の

『
戦
争
犠
牲
者
追
悼
、
平
和
を
誓
う

８
・
15
集
会
』
が
、
千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
墓
苑
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

改
め
て
、

世
界
の
恒
久
平
和
実
現

　

へ
向
け
た
不
断
の
努
力
を
誓
う

　

黙
祷
に
続
き
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
共
同
代
表
染
裕
之
さ
ん
、
立
憲

民
主
党
阿
部
知
子
さ
ん
、
社
会
民

主
党
党
首
福
島
瑞
穂
さ
ん
、
戦
争

さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委
員
会
事
務

局
長
内
田
雅
敏
さ
ん
が
『
誓
い
の

こ
と
ば
』
を
述
べ
、「
歴
史
の
忘
却

を
許
さ
ず
、
平
和
憲
法
の
理
念
の

も
と
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現

に
向
け
…
不
断
の
努
力
を
続
け
て

い
く
」（
染
発
言
）
決
意
を
込
め
、

参
加
者
全
員
が
献
花
し
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
と
靖
國
の
癒
着
は
危
険

　

旧
帝
国
軍
隊
へ
回
帰
さ
せ
る
な

　
『
誓
い
の
こ
と
ば
』
で
内
田
雅
敏

さ
ん
は
、
自
衛
隊
の
靖
國
神
社
集

団
参
拝
や
元
海
将
の
靖
國
宮
司
就

任
な
ど
、
自
衛
隊
と
靖
國
と
の
癒

着
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　

軍
国
主
義
の
精
神
的
支
柱
だ
っ

た
靖
國
は
、
Ａ
級
戦
犯
合
祀
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
在
も
侵
略

を
肯
定
す
る
「
聖
戦
史
観
」
に
拠
っ

て
立
っ
て
お
り
、
諸
外
国
に
も
存

在
す
る
公
立
戦
没
者
追
悼
施
設
と

は
意
味
付
け
が
全
く
異
な
り
ま
す
。

　

自
衛
隊
の
靖
國
癒
着
は
、
帝
国

軍
隊
回
帰
願
望
を
疑
わ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
。「
反
省
し
な
い
日
本
」
の

軍
拡
は
、
中
国
・
北
朝
鮮
を
刺
激

し
ま
す
。「
戦
争
す
る
国
」
に
し
な

い
取
組
み
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

戦
争
犠
牲
者
追
悼
、
平
和
を
誓
う
８
・
15
集
会

自
衛
隊
と
靖
國
癒
着
〜
反
省
し
な
い
日
本
を
象
徴

平和を誓い献花する集会参加者

　

８
月
14
日
、
岸
田
首
相
は
退
陣

を
表
明
し
、「
自
民
党
総
裁
選
」
情

勢
が
連
日
報
道
さ
れ
る
中
で
行
わ

れ
た
８
月
の
総
が
か
り
19
日
行
動

は
、「
岸
田
退
陣
で
裏
金
・
金
権
腐

敗
政
治
を
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る

な
！
」
と
、
岸
田
無
責
任
内
閣
批

判
の
声
が
集
中
し
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
の
発
言
で
『
マ
ス
コ

ミ
文
化
情
報
労
組
会
議
』
の
岩
崎

貞
明
事
務
局
次
長
は
、「
特
定
秘
密

保
護
法
は
、
漏
洩
し
た
公
務
員
だ

け
で
な
く
、
漏
洩
を
そ
そ
の
か
し

た
者
も
懲
罰
対
象
。
報
道
関
係
者

も
教
唆
・
共
謀
・
扇
動
の
対
象
と

な
り
う
る
。
自
衛
隊
の
特
定
秘
密

漏
洩
事
件
等
に
よ
り
規
制
が
厳
し

く
な
り
か
ね
ず
、
取
材
を
委
縮
さ

せ
民
主
主
義
を
根
底
か
ら
崩
す
危

険
性
が
あ
る
。
経
済
安
保
保
護
法

は
、
対
象
を
民
間
に
も
広
げ
た
も

の
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
、

メ
デ
ィ
ア
の
自
粛
、
監
視
国
家
化

に
つ
な
が
る
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
『
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相

談
会
』
は
、「
７
月
の
相
談
会
に
83

名
参
加
。
女
性
の
貧
困
の
深
刻
さ

は
明
ら
か
だ
。
今
す
ぐ
、
最
賃
を

１
５
０
０
円
以
上
へ
引
上
げ
る
べ
き

だ
。
家
父
長
制
の
下
で
は
女
性
差

別
は
な
く
な
ら
な
い
。
子
ど
も
た

ち
が
自
由
に
生
き
ら
れ
る
社
会
に

す
る
た
め
に
も
、
政
権
交
代
を
実

現
し
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会

を
つ
く
ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、『
基
地
・
軍
隊
は
い
ら

な
い
４
・
29
実
行
委
員
会
』
か
ら
、

沖
縄
の
米
兵
性
犯
罪
事
件
を
批
判

す
る
発
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

終
わ
ら
せ
よ
う
！
裏
金
・
金
権
腐
敗
自
民
党
政
治

監
視
国
家
化
を
許
す
な
！

女
性
の
貧
困
を
な
く
せ
！


